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鈴
木
靖
民
・
吉
村
武
彦
・
加
藤
友
康
編
 

『
古
代
山
国
の
交
通
と
社
会
』
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本
書
は
、
二
〇
一
一
年
に
明
治
大
学
で
開
か
れ
た
古
代
交
通
研
究
会
の
第

一
六
回
大
会
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に
し
た
論
文
集
で
あ
る
。「

山
国
」
を
題

材
と
し
た
研
究
の
意
義
や
課
題
は
鈴
木
靖
民
の
「
序
」
と
加
藤
友
康
の
「
あ

と
が
き
」
に
譲
る
が
、
厳
し
い
自
然
環
境
に
あ
り
閉
鎖
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
山

国
に
こ
そ
、
有
機
的
な
交
通
体
系
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
本
書
か
ら
み
て
と

れ
る
。
以
下
、
敬
称
・
論
文
タ
イ
ト
ル
は
略
し
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
ま

と
め
て
お
く
。
 

 
「

Ⅰ総
論
」
に
お
い
て
、
吉
村
武
彦
は
ヤ
マ
ト
王
権
の
統
治
原
理
が
山
・

海
の
支
配
に
よ
り
示
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
鐘
江
宏
之
は
東
山
道

設
置
の
目
的
を
、
天
武
天
皇
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
美
濃
・
信
濃
へ
の
経
路

確
保
に
求
め
る
。
川
尻
秋
生
は
、
越
後
守
橘
為
仲
の
下
向
・
上
京
に
日
本
海

交
通
と
信
濃
経
由
の
東
山
道
ル
ー
ト
が
使
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
西
別

府
元
日
は
ト
ン
ト
ン
古
道
跡
の
調
査
結
果
を
紹
介
す
る
。
木
本
雅
康
は
下
野

国
芳
賀
郡
と
塩
屋
郡
と
の
境
界
の
「
将
軍
道
」
が
東
山
道
駅
路
で
あ
っ
た
と

指
摘
す
る
。
 

 
「

Ⅱ交
通
の
諸
相
」
で
は
、
大
隅
清
陽
が
相
模
国
か
ら
甲
斐
国
へ
の
評
の

編
入
や
甲
斐
国
府
に
よ
る
駅
の
設
置
を
描
く
。
中
村
太
一
は
播
磨
や
美
作
の

河
川
交
通
や
出
羽
の
水
駅
、
石
山
寺
造
営
時
の
材
木
運
漕
を
論
じ
る
。
永
田

英
明
は
九
世
紀
以
降
に
駅
子
以
外
か
ら
の
労
働
力
調
達
や
財
源
充
当
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
平
野
修
は
甲
斐
国
の
製
塩
土
器
搬
入
ル
ー
ト
と
再

加
工
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
近
江
俊
秀
は
大
和
・
河
内
間
の
峠
道
が
重
要

度
に
よ
り
変
遷
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
鈴
木
景
二
は
峠
の
語
源
や
古
代
の

峠
路
の
呼
称
、
境
界
祭
祀
に
つ
い
て
論
じ
る
。
松
井
一
明
は
北
遠
地
域
の
交

通
路
と
宗
教
・
窯
業
・
山
城
と
の
関
係
を
描
く
。
佐
々
木
虔
一
は
更
級
日
記

か
ら
東
海
道
の
坂
・
関
・
富
士
山
を
考
察
す
る
。
 

 
「

Ⅲ生
業
と
信
仰
」
で
は
、
小
笠
原
好
彦
が
石
山
寺
造
営
時
の
木
材
採
取

か
ら
車
や
筏
に
よ
る
運
送
ま
で
を
検
証
す
る
。
傳
田
伊
史
は
河
内
や
信
濃
が

朝
鮮
半
島
と
の
往
来
を
通
じ
て
馬
の
飼
育
文
化
を
受
容
す
る
様
子
を
描
く
。

山
路
直
充
は
瓦
当
文
様
の
伝
播
か
ら
情
報
伝
達
や
物
流
に
つ
い
て
論
じ
る
。

高
島
英
之
は
群
馬
県
の
楡
木

Ⅱ遺
跡
の
墨
書
土
器
を
分
析
す
る
。
黒
済
和
彦

は
蕨
手
刀
の
様
式
か
ら
そ
の
流
通
の
様
相
を
論
じ
る
。
 

 
「

Ⅳ山
国
の
「
政
治
学
」
」
に
お
い
て
、
荒
井
秀
規
は
甲
斐
国
が
駿
河
経

由
の
利
便
性
か
ら
東
海
道
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
交
通
路
も
走
っ

て
い
た
と
述
べ
る
。
舘
野
和
己
は
、
越
前
が
交
通
の
難
渋
さ
ゆ
え
に
北
陸
道

以
外
の
陸
・
海
路
を
使
い
分
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
濱
修
は
、
東
国
や
北

陸
か
ら
の
運
送
拠
点
で
あ
る
朝
妻
湊
と
塩
津
湊
に
つ
い
て
、
起
請
札
や
津
刀

禰を
題
材
に
描
く
。
中
大
輔
は
壬
申
紀
の
伊
賀
駅
家
の
所
在
地
を
比
定
し
、

「
原
初
東
山
道
」
が
伊
賀
を
通
過
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
根
本
靖
は
東
山

道
武
蔵
路
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
居
駒
永
幸
は
峠
や
坂
が
別

れ
の
場
で
も
あ
る
こ
と
を
文
学
か
ら
検
証
す
る
。
以
上
の
論
考
の
他
、
中
村

太
一
が
作
成
し
た
駅
家
と
駅
路
の
地
図
も
非
常
に
有
用
で
あ
る
。
 

 
近
年
、
交
通
史
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
山
国
と
い
う
テ
ー
マ
に
挑
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ん
だ
本
書
も
今
後
の
研
究
を
新
た
な
方
向
へ
導
く
も
の
と
し
て
意
義
深
い
。
 

本
書
の
論
考
に
共
通
す
る
の
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
環
境
が
必
ず
し
も
マ
イ
ナ
 

ス
方
向
に
作
用
す
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
条
件
を
活
か
し
た
活
発
な
 

交
流
が
生
ま
れ
た
と
す
る
前
向
き
か
つ
斬
新
な
考
え
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
 

個
性
的
な
着
眼
点
や
生
産
的
な
議
論
が
、
今
後
の
交
通
史
研
究
を
さ
ら
に
発
 

展
さ
せ
て
い
く
よ
う
に
思
う
。
様
々
な
分
野
の
研
究
者
に
読
ん
で
い
た
だ
き
 

た
い
書
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
宮
川
麻
紀
）
 

  
 


